
令和６年石川県能登半島地震
DHEAT活動について

令和６年５月１６日
彦根保健所
土江 大樹

～第４班活動(1/26-2/1)を中心に～
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熊本
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DHEAT活動を通じて感じたこと

①指揮調整業務（本部機能）の重要性
・保健医療福祉の調整部門、指揮命令系統で活動が大きく変わる。

⇒被災県・市町の考え・意向を聞き取り、DHEATとしての活動を

行っていく。県や市町との十分な意思疎通、協議が必要。

⇒滋賀県では保健所が本部機能を持つ。平時からの備え、所内連携

が重要。本部が機能しないと必要な支援が入らない・動かせない。

・本部の活動には最新の情報が必要。

⇒情報収集は非常に重要であり、本部・県・市町…間の情報収集の

ために、県⇔市町などリエゾン派遣が必要。

輪島市活動の一日のスケジュール ２/１時点

8:00 DMAT本部会議（輪島市役所）

8:20 ラジオ体操 換気

8:30 保健所、滋賀県DHEATミーティング

8:45 保健師チームミーティング（司会）

＊JDATチームの来所時は行き先を案内（新規チームの場合、オリエンテーション）

12:30 輪島市保健医療福祉調整本部会議（輪島市役所）＊滋賀県DHEATが司会、議事録

医療調整会議、看護師会議（本部会議終了後引き続き開催）

13:00 石川県保健医療福祉調整本部会議（WEB 隔日開催 奇数日）

16:00 保健師チームミーティング（司会）

16:30 保健所、滋賀県DHEATミーティング

17:00 門前総合支所派遣保健師ミーティング（WEB 司会）

18:00 石川県DHEAT保健師栄養士ミーティング（WEB 火、金曜日）

19:00 石川県DHEAT連絡会（隔日開催 偶数日）
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DHEAT活動を通じて感じたこと

②平時における受援体制構築の重要性
・資料の整備：統計データ、交通アクセス、避難所情報の準備

⇒支援者は被災地の詳細情報を持っていない。

・活動拠点の想定：場所、部屋、物品、…

⇒活動場所が妥当か。多くの支援チームが参集・活動可能か。

水の確保、駐車場や宿泊場所の確保も考慮。
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DHEAT活動を通じて感じたこと
③職員の健康管理
・早期からのシフト制の導入

⇒上司が指示しないと休めない。被災地は休日がなくなる。
・早期からの支援受け入れ

⇒早くから支援者に活動いただき、職員の負担を減らす。
・JSPEED＋の活用

石川県保健医療福祉調整本部から使用を呼びかけ
⇒支援者の健康管理をアプリで管理

④新しいツールの活用
・Ｄ２４Ｈ（災害時保健医療福祉活動支援システム）
⇒保健所や避難所の状況確認に必要。
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JSPEED D24H
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DHEAT活動を通じて感じたこと
⑤活動目標・目的の確認・共有
・支援活動を行う中で本来の目標・目的を見失わないことが大切

⇒目標を掲示し、支援者間で毎日共有して、確認した。

⑥個人情報の取扱い
・保健活動を行うには避難者の個人情報取得・管理が必須。

⇒取扱い方法をあらかじめ決めておく必要がある。

⑦支援者間の引継ぎ・情報共有
・支援者は日々入れ替わる。滋賀県DHEAT⇒三重県、愛媛県DHEAT

⇒いかに後退することなく引継ぎができるか。
⇒支援者の経験年数や得意分野など
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